
高速応答溶 接 タ イ マ ー

M 。d e1・ T E T R A - 2 2 2 H

★定 電 流 制 徊 は. 三 次 電 流 ヲ ィー ドバ ッ ク 式 の 半 サ イ ク ル 制 御 で .

電 源電 圧 変動 桶 償 は 半 サ イ ワ ル 高 速 応 答 、

★珊 流値 モ 三タ ー (上 下 隈 判 定 機 能 付 )、 打 点 モ 三 ター . 各 種 動 作 モ

三 ター を行 い 、 異 常 時 は 直 ち に 讐 報 悟 号 を 出 力 す る □

★ す べ ての 条 件 は 、 見 易 い 緑 色 L E D 表 示 、 条 件 設 定 や 動 作 の 選 択

は 、 キー ス イッ チ で 簡 単 で す .



抵抗 溶 接 を妓 良 の コンディションで こなす ことが で きる!ん

ワ 剖 ン トハ ネ ルの 説叫

T E T R A -2 2 2 H

開 発 の 背 景 と L て , 抵抗 溶 接 機 は 生産 性 が高 く , 薄 板 を 使 用 す る

業 界 で は 幅 広 く 採 用 さ れ で お 」人 多 種の ワー ク によ る 混 合 生 産 へ の

対 応 と 溶 接 晶 質 の 向 トが ,課題 に な うて い ます . 最 近 の 精 密 加 11分 野

ζは 接 合 柄 度 は 、 よ 1」シ ビ ァ に な リ . 三 ク 臼 ㌧ 単位 を要 求 さ れ る 場

合 も あ る と い わ れ 、抵 抗 溶接 に お け る 品質 管 理 機 能 は. よ 1」レベ ル

の 高 い も の を 要 求 さ れ る 時代 と な ー て い ます .

T E T R A- 2 2 2型 溶 接 タイ マー は, この よ う な 時 代 の 二一 ズ に 応 え

て 開 発 さ れ た も の で す .

⑭

' 了 1'∫ う凸 古爪

腫 定 壬 件 番 号 を讃 示 し ま す .

窪 ス ワ イ ス 蚕 示

ス ク イ エ の 醤 定 埴 を 毎 示 し ホ す .

臼 ウ T I」ド 1 喪 示

侍 r 通電 サ イ ヲ ル の 盟 定 値 を 孟 示 」 ま す .

41つ, 1レ表 示

コー ル サ イ ワ ル の 胆 定 樋 を 痕 示 L ま す .

」 ウ エ ル ド 2 毒 示

爵 2 通 電 サ イ ワ ル の 艘 足 履 を 畏 示 し ま す .

占1ホー 1」ド 表 示

保 椅 サ イ ワ ル の 腰 定値 を 竈 示 し ます .

■ イ ノ 9 ハ 1」義 耶

繰 り 邊 L 動 作 の イ シ 9 一 バ ル サ ィワ ル の 睡 定 値 を 表 示 し ま す 試 糧 り

返 L を し な L 咄 吉は . 些 す ∞ に し ま す J

一 ス 子 y フ 與 示

ユ テ ッ フ ココッ フ の ス テ ッ フ 値 を 護 示 し ま す 、

憩'廿配ll□寓 讃 示

ス テ ッ フ ア ッ フ の 電 琉 増 加 竃 の 股 足 価 を ハ ー せ ン ト で 衰 示 」 ま す .

君 措 画 賦 を ー 示 し ま す 、 瞳 定 時 は . ス テ 'ン プ ココッ プ の カ ウ ン ト 彊 の

設定 に 用 い ま す .

[ 一- '」†コー キー

トー 伊 ル カ ウ ン ト表 示 の 需 ワ IJ ヤー キー .

舵 モ_ ラー 面 承

一呂 O U R O E , 溜 皿 電 ヨ距が 印 加 老 ポヱて L 、る と 趣 点 士丁.

「R E A D Y , 溜 推 可 能 の と き 点 灯 .

調‡盤 報 竈 示

' T H Y RI S T O F 4 サ ィ 1」ユ タ ー 短 絡 槽 出 で 点 灯 .

「N O O U 【 R 」 籠 - ー で 点 士L

' 0 0 U N T . 搏 点 不 足 r= 点 灯 .

「T H E R M O 」 サ ー モ ス 9 ッ ト 酢『 で 点 灯 .

「C U R R E N T 4 電 流 異 常 で 点 灯 .

「S T E P E N D , ス テ ッ フ ラコ'y フ 完 了 で 点 灯 ・

宝- 報 U +" ント

⑭ の ー 報 u セ ツ ト キ ー .

溶 撞 系件 の 垂 牽 ヰー .

.4 'ン ∫ス ロー コ

篤 イ 通電 の ココッ フ ス ロー フ 廿 イ 9 」」の 艘 定 値 を ー 示 し 苫 す 、
'一1力 レ シ ト 「

艘 定 時 は 鯖一 遡 電 の 瞭 定 値 奄 亜 示 」 通 電 糧 了 磯 は 通 電 毒 れ た 電 流

値 を 載 示 L .㌫ す .

縛 コ・ン コ 試 u一 ∫

罫! 2 遇電 の Jコッ フ ス ロー フサ イ 9 ル の 胆 定 値 を 毒 示 」 ま す .

設 定 時 は 重芭ヱ獺 ー の 腰 定 値 を 表 示 し . 通 電 終 了 後 は 通 電 さ れ た 電 流

埴 を 表 示 」 ま す .

ダ ウ シ ス ロー コ の 股 足 頽 を 最 示 」 ま す .

一rlリ シ ⊥ ラ ト 〔 ↓1

担 定 町 は 暫 理 電 琉 の 上 眼 値 在 . 通 電 完 了 後 は カ レ ン ト 2 の 皿 定 璋 に

封 す る 通 - 電 流 (十 〕側 ハ ー セ シ ト を衰 示 し ま す .

卸 」 シ ェ ワ ト 〔一 〕

誼 定 冊 は 管 理 電 琉の 下 賦 価 在 . 通 電 完 了 畳 は 力 し ン ト 2 の 担 定 蛸 に

耐 す る 通 電 電 流 (一 〕側 ハ ー セ シ トを 裂 示 」 ま す ^

披 定 曲 は 打 点 艘 定 値 を 毒 示 し . 君 担 降唱曲 で 皿口 と な り. 以 鐘 打 点 曲

を カ ウ ン ト 最 示 す る .

帥 ク リ ヤー一 ギー

ウ エ ル ド カ ウ ン ト の 常 ワ リ ヤー 及 び 掲 点 エ ラ ー の リ セ ・ン ト キ ー 一

蕗 干一 ド 蚕 示

,W E L D 」 盃 常 の 沮 畳 を 衙 う モ ー ド ー

4P R E ε S 4 ヨ 電 走直L の 加 圧 モー ド.

「τ E S T 」 通 電 な し の 切 作 楓 膜 モー ト, 、

一庄干一 ト キ

㊨ の モー ド 趾 択 キー .

FO P E R A T E 4 設 定 モ ー ド カ ら 舳 作 モー ド に 罠 る キー .

■P R O G R A M 」 動 作 モー ド か ら 瞳 定 モー ド に 入 る キ ー .

紺糧 定 琴 更 寺一

「b , 胆 定 - 目 の 褐 動 に 僅 用 し ま す .

「可 」 担 定 項 目 の 移 堕 に 使 用 し ま す 止 記 キー と 逆 方 向 に 馳 し 言 す .

「+ 」 鹸 定 i の 歎 i を 増 し r す .

■一 . 胆 足 ー の 数 唖 を 涌 ら し ま す .

端電 源 試 イ ンチ

動 作 原 理 図

「

L_

^ ・r剛 曲 LH ・ L31 無 = ト

■

ll」

リ ア ハ ネ ル の 讃 瞬

一 揖 他 勺 三 ナル

侃 安 用 の アー ス ヲ ー … ナ 」L で す.

A O 帽 口V 画 路( 制 御 回 韻 及 び 電 磁 井 出 力 〕用 の フ コ ー

ズ て1す .

.一廿 イ 」ユ 9 r ネ リ V

同 用 用 A C 2 ∞ 〃 2 口V 入 力 及 U 廿 イ リ ス 3 点 弧 出 力 用

の コ ネ ワ ヲ で す .

■・制 剛 円 」 ネ つ ツ

A O 「∞ V 川 iv λ 力 及 び 制 脚 用入 出 力 用 の コ 辛 9 9

て=す .

5 コ ィ 1し」 ネ 」4 'J

2 次 電 流 フ ィー ド パ ッ ワ 用 ト ロ イヲ ル コ イ ル を 揖 柚

L・ま す .

基本溶接電流波形例

2 . 定 電 流 応 答 波 形 例
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仕 様

壷 式
項 耳 M 幽 :T E T R A - 2 2 2 H

時 閥 線 定

15 轟 件 L E ロ 畿 示

の ス ク イ ズ (S Q } . ウ エ ル H ( W l} 、 ク ー ル (C 〕, ウ エ ル ド 2 〔w a . ホ ー ル H H O 〕、 イ ン

タ ー パ ル 〔1刊 〕 : 皿O ～ 舶 サ イ ク ル

b ) ア ッ プ ス ロ ー プ ( U P l 〕. ア ッ プ ス ロ ー プ 〔U P 幻 . ダ ウ ン ヌ ロ ー プ 血 旬 = D ～ 9 サ イ ク ル

電 ヨL 趣 定

{定 - 躰 嘲 御,

1昧 件 LE D 衰 示

a〕酬 .D～ 凹 .6 " 〔トロイ ダル コ イル 丁鶴 　切

b〕0.田～ 8』O瓶 〔ト ロイ ダル コ イル 丁鶴 一1皓 〕

溶 接櫨 の 最大 電 流 の 田% ～ 10 0 % で鹸 定 可能 □

電 沸 鞍 鴬

{鷺 琿 遡 動 棉 償 〕

15束 件 LE D 表 示

艘 定 範囲 ODO～90ヨで. 3 r ～ 1皿 制 御

制 御 応 聾 轟 盧

a〕 定電 流 制御 : 渥サ イ ク ル

b〕 電圧 喪 動 柵償 : 珪サ イ ク ル

ω 初期 応 筈 2 サ イ ク ル

定 電 沸 額 ご

・〕 溶 接電 諏章 圧 変 動 :+ IO % に 封 し ±2% 以 内

b〕 抵抗 負 祷 変恥 + 10 % に 対 し ±窃 以 内

ω 携導 負 荷 変助 + 川% に対 し+ 2% 以 内

電 圧 寵 41 荊 徴 糖 繰 ±1吻 変 動 に対 」. + 3 % 以 内 . 但 L . 定負 荷 フ ルス ケ ール に対 す る 値 とす 軋

加 荘 索 粋 3 集 件 ト ラ イ ア ッ ク 制 御 で ハC l O O V を 出 力 〔最 大 1ハ〕

ユ 辛 ッ プ ヂ ッ プ 1 乗件 LE D 讃 示 卜一 タル カ ウ ンタ ーO～冊 冊 で 最大 9 ユ テ ップ

鼻 テ ヴ プ ァ ー' プ 串 9 通 り L E D 衷 示 0 ロ～ + 9 臼%

辱 沸 モ ニ タ ー 土 % 管 壬里値 LED 衰 示 15乗件 土 ロロ～ 9ヨ% . 異 賞時 接 点 出力

打 嵐 モ ヱ ナ ー 1 ～ 9 ヨ回 1 東 件 L E D 表 示

イ ニ' タ ー 目 型 ク λ 力 こ のλ 力 が閉 路 中. i 電 待 ちと な る、

イ ン ナ ー ロ ッ タ 出 力 i 電の 2 サ イク ル前 に 閉 路 」 遙電 終 了 と両 時 に開 路 する IJ レー 接 点 を出 力す る .

轟 常 出 力

下 記の 異 常 を検 知 した 時 . 異 常 リ レー の揺 点 を閉 路 」 そ の表 示 を する .

訂 サ イ ‡」ユ ター の麺 絡

b) サ ー モ の ト リッ プ

d 無 通 電 . また は トロ イ ダル コ イル の 断線

の 打 点 不 是 司 ユ テ ップ ア ップ 完 了 臼 溶 接 電瀧 不 適正

硝 嚢 電 力 law 以 下 〔電磁 弁 出 力昧 L の時 〕

佳 月 溜 田 遇 度 『 ～ 4 ミ℃

輯 鞠 辱 辣 鵡 1ロ脚 + 10 % 5 0 肚 . 5 0 H ヱ 白 伽 切 邊

葭 撞 - 諏 A C 22 ロV + 1ロ% .一 2 5 % 5 0 H ム 6 0 H ヱ 自 動 切 換

" 御 肯 式 サ イ 1」ス ター 位相 制 御 に よる. 定 電 沈方 式 又 は電 課電 圧 変曲 補 償 方式

量 云 6 .4 ㎏ ( ト ロ イ ダ ル コ イ ル T ㏄ 一1 価 皿 を 含 む }

外 毒 寸 強 棚 (勅 川 陪 〔H批 加 6巾 〕 但 し. コ ネ クター 等 は 含 まな い.


